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核
兵
器
の
な
い
世
界
を
望
む
国
内
外
の
広
範
な
世
論
に
応
え
て 

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
日
本
政
府
は
率
先
し
て
調
印
を 

「被爆者の証言とノーベル平和賞受賞・ICAN 川崎哲さん講演」 

～核兵器禁止条約を生かすために～ 

熱心に語らえる川崎哲さん 

集会に参加された被爆者の方々と川崎哲さん（中央後ろ） 
椅子にお座りの森容香さん（左）、末広千鶴子さん（真ん中） 

                                            

昨
年
１
２
月
に
発

足
し
た
「
ヒ
バ
ク
シ

ャ
国
際
署
名
推
進
・

大
阪
の
会
」
に
よ

る
最
初
の
「
講
演

会
」
が
４
月
１
６

日
、
エ
ル
お
お
さ

か
で
開
催
さ
れ
、

府
下
各
地
か
ら

１
６
０
名
が
参

加
、
核
兵
器
の

な
い
世
界
を
め

ざ
す
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。 

「
ヒ
バ
ク
シ

ャ
国
際
署
名
推

進
・
大
阪
の
会
」

代
表
世
話
人
の

中
北
龍
太
郎
弁

護
士（
左
写
真
）

が
、
「
米
朝
に

よ
る
核
に
よ
る

威
嚇
の
悪
循
環

を
改
め
さ
せ
よ

う
」
と
開
会
挨

拶
。 続

い
て
二
人

の
方
に
よ
る
被

爆
体
験
が
語
ら

れ
ま
し
た
。 

天
王
寺
区
在
住

の
末
広
千
鶴
子
さ

ん
（
９
１
歳
）
が
、

１
８
歳
の
時
に
広
島
で
被
爆
し
、

衣
服
も
焼
け
て
裸
同
然
の
姿
に
な

り
、
か
つ
「
水
を
飲
む
な
」
と
言

わ
れ
て
必
死
に
逃
げ
回
っ
た
様
子

を
、
時
々
絶
句
し
な
が
ら
リ
ア
ル

に
語
ら
れ
ま
し
た
。
枚
方
市
の
森

容
香
さ
ん
（
７
７
歳
）
は
、
幼
い

こ
ろ
に
習
っ
た
「
日
露
戦
争
の
数

え
歌
」
を
紹
介
し
て
「
日
本
不
戦

敗
」
を
信
じ
込
ま
さ
れ
て
い
た
こ

と
、
被
爆
に
よ
っ
て
家
族
が
離
散

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
を
話
さ

れ
ま
し
た
。 

記
念
講
演
「
核
兵
器
禁
止
条
約

を
生
か
す
た
め
に
～
今
後
の
課
題

～
」
と
題
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
国
際

運
営
委
員
の
川
崎
哲
（
あ
き
ら
）

さ
ん
が
、
８
０
分
間
５
６
枚
の
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
画
像
を
活
用
し
て

講
演
。 

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
自
己
紹
介
か
ら
ノ

ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
の
背
景
や
様

子
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
内
容
、

今
日
に
生
か
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
、

日
本
政
府
の
態
度
な
ど
を
リ
ア
ル

に
、
国
際
的
な
視
野
か
ら
縦
横
に

話
さ
れ
、
参
加
者
に
深
い
共
感
と

感
銘
を
与
え
ま
し
た
。 

「
大
阪
の
会
」
事
務
局
長
の
梅

田
章
二
弁
護
士
は
、
「
改
憲
反
対

の
署
名
は
、
大
阪
で
も
１
０
０
万

筆
を
越
え
て 

広
が
っ
て
い
る
。

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
は
、
そ
れ

よ
り
少
な
い
の
が
現
状
だ
が
、
自

治
体
な
ど
を
ま
き
こ
ん
で
署
名
を

ひ
ろ
げ
て
い
こ
う
。」
と
し
、「
大

阪
の
会
」
へ
の
財
政
的
支
援
も
呼

び
か
け
ま
し
た
。 

「
閉
会
あ
い
さ
つ
」
で
、
核
戦

争
防
止
国
際
医
師
会
議
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｎ
Ｗ
）
大
阪
府
支
部
長
の
安
田
正

幸
医
師
は
、「
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
は
、８

０
年
の
冷
戦
時
代
に
米
ソ
の
医
師

に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
、
１
９
８
５

年
に
は
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
も
受
賞

し
た
。
し
か
し
近
年
高
齢
化
し
、

人
数
が
減
少
し
て
い
る
の
で
世
代

継
承
に
努
力
し
て
い
る
。
皆
さ
ん

と
一
緒
に
な
っ
て
頑
張
り
た
い
」

と
参
加
者
に
お
礼
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
、
多
く
の
協
賛

金
と
以
下
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。 

「
被
爆
者
の
証
言
」で
は
、「
リ

ア
ル
な
証
言
を
聞
い
て
泣
き
そ
う

に
な
っ
た
」
「
時
間
の
制
約
は
わ

か
る
が
、も
っ
と
聞
き
た
か
っ
た
」

「
初
め
て
聞
い
て
感
動
し
た
」

「
文
字
で
読
む
の
と
違
っ
て
迫
力

が
あ
り
、
証
言
を
聞
く
こ
と
の
大

切
さ
を
知
っ
た
。
長
生
き
し
て
証

言
を
続
け
て
下
さ
い
」
等
な
ど
。 

川
崎
さ
ん
の
「
記
念
講
演
」
で

は
、
「
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
勉

強
に
な
っ
た
」
「
世
界
の
流
れ
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
」、「
署
名
だ

け
で
な
く
、
議
会
や
金
融
機
関
へ

の
働
き
か
け
な
ど
、
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
あ

る
と
思
っ
た
」
「
節
目
を
つ
く
っ

て
や
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

「
も
っ
と
市
民
や
子
供
に
伝
え
な

け
れ
ば
・
・
」
な
ど
の
感
想
が
多

数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

参
加
い
た
だ
い
た
全
て
の
皆
さ

ん
に
感
謝
し
ま
す
！
！ 
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３３万８３５７筆 

IPPNW 大阪府支部長の 
安田正幸さん 

お知らせ 

【加盟団体・個人の皆さまへ】 
５月 19 日（土）に予定しておりました第 58 回おおさか原水協定

期総会は、諸般の都合により延期をさせていただきます。 
また、永らく原水爆禁止運動の発展にご尽力していただいており

ました小松正明氏は、健康上の理由等で事務局長を退任することに

なりました。 
当面するヒバクシャ国際署名運動、国民平和大行進、そして夏の

原水爆禁止世界大会と重大な課題が山積しています。加盟団体・個

人の皆さまのご援助・ご協力をお願いします。（岩田幸雄理事長） 
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朝鮮半島非核化の道“いまこそ対話と核兵器禁止条約の活用を” 

南北首脳が「板門店宣言」発表（4 月 27 日）  

 
 

韓
国
の
文
在
寅
大
統
領
と
北

朝
鮮
の
金
正
恩
朝
鮮
労
働
党
委

員
長
は
、
２
７
日
板
門
店
で
南

北
首
脳
会
談
を
行
い
、
歴
史
的

な
「
板
門
店
宣
言
」に
合
意
し
、

署
名
し
ま
し
た
。 

 
 

そ
の
表
題
は
「
朝
鮮
半
島
の

平
和
と
繁
栄
、

統
一
の
た
め

の
板
門
店
宣

言
」と
題
し
、

そ
の
前
文
に

「
両
首
脳
は
、

朝
鮮
半
島
で

こ
れ
以
上
の

戦
争
は
な
く
、

新
た
な
平
和

の
時
代
が
開

か
れ
た
こ
と

を
８
０
０
０

万
わ
が
民
族

と
全
世
界
に

厳
粛
に
闡
明

（

せ

ん

め

い
）
し
た
。

と
し
、
以
下

の
第
一
に
共

同
の
繁
栄
と

自
主
統
一
の

未
来
に
む
け

て
６
項
目
、

第
二
に
朝
鮮

半
島
に
お
け

る
先
鋭
な
軍

事
的
緊
張
状

態
を
緩
和
し
、

戦
争
の
脅
威

を
実
質
的
に

解
消
す
る
た

め
に
共
同
で

努
力
す
る
と

し
、
３
項
目

に
わ
た
っ
て

対
策
を
た
て
、 

最
後
に
第
三
に
「
朝
鮮
半
島
の
恒 

久
的
で
堅
固
な
平
和
体
制
構
築
の 

た
め
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い
く 

た
め
に
４
項
目
で
合
意
し
た
。 

 

こ
の
４
項
目
の
中
に
、③
に「
停 

戦
協
定
６
５
年
に
な
る
今
年
中
に
、 

終
戦
を
宣
言
し
て
停
戦
協
定
を
平 

和
協
定
に
転
換
し
恒
久
的
で
堅
固 

な
平
和
体
制
構
築
の
た
め
の
南
北 

米
３
者
ま
た
は
南
北
米
中
４
者
会 

談
の
開
催
を
積
極
的
に
推
進
」
と 

明
記
、
④
に
「
完
全
な
非
核
化
を 

通
じ
て
核
の
な
い
朝
鮮
半
島
を
実 

現
す
る
と
い
う
共
同
の
目
標
を
確 

認
し
た
。
南
と
北
は
、
北
側
が
取 

っ
て
い
る
自
主
的
な
措
置
が
、
朝 

鮮
半
島
の
非
核
化
の
た
め
に
大
胆 

で
意
義
あ
る
重
大
な
措
置
だ
と
い 

う
認
識
を
共
に
し
、
今
後
、
そ
れ 

ぞ
れ
自
ら
の
責
任
と
役
割
を
果
た 

す
こ
と
に
し
た
。 

南
と
北
は
、
朝
鮮
半
島
の
非
核 

化
の
た
め
の
国
際
社
会
の
支
持
と

協
力
の
た
め
に
積
極
的
に
努
力
す

る
こ
と
に
し
た
。」（
下
線
は
大
阪

原
水
協
）
こ
の
最
後
の
合
意
項
目

こ
そ
、
国
連
で
採
択
さ
れ
た
“
核

兵
器
禁
止
条
約
”へ
の
協
力
で
す
。 

 

日
本
政
府
は
１
０
０
％
ア
メ
リ

カ
頼
み
の
、
“
外
交
な
し
の
圧
力

一
辺
倒
”
政
策
を
転
換
し
て
、
唯

一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
「
核
兵

器
禁
止
条
約
」
へ
の
署
名
と
批
准

を
し
、
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
に
力

を
発
揮
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

 
 

                         

 

 

６
０
周
年
を
迎
え
る
今
年
の
国

民
平
和
大
行
進
は
、
府
下
各
コ
ー

ス
の
打
ち
合
わ
せ
準
備
が
す
す
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
６

０
年
の
平
和
行
進
の
歴
史
を
少
し

ふ
り
か
え
っ
て
み
ま
す
。 

右
図
は
第
２
回
目
の
国
民
平
和

大
行
進
の
コ
ー
ス
略
図
で
す
。
前

年
の
広
島
か
ら
東
京
の
最
初
の
平

和
行
進
の
大
成
功
を
う
け
て
、
１

９
５
９
年
６
月
１
０
日
、
東
京
か

ら
広
島
へ
の
平
和
行
進
が
取
り
組

ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
地
図
は
、
大

阪
市
職
員
労
働
組
合
の
機
関
紙

「
み
お
つ
く
し
」
に
掲
載
さ
れ
た

も
の
で
す
。
６
０
年
安
保
の
改
定

に
向
け
て
の
日
米
両
国
政
府
の
策

動
し
て
い
る
情
勢
の
も
と
で
の
国

民
平
和
大
行
進
が
と
り
く
ま
れ
ま

し
た
。「
広
島
へ
！
私
た
ち
が
再
び

原
爆
で
殺
さ
れ
な
い
た
め
に
」

「
広
島
へ
！
世
界
の
人
び
と
と
原

爆
で
殺
し
合
う
こ
と
の
な
い
よ
う

に
」さ
ら
に
、「
核
武
装
阻
止
と
民

主
主
義
擁
護
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が

掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

大
阪
に
は
、
奈
良
・
京
都
・
和

歌
山
の
三
方
か
ら
７
月
１
６
日
に

行
進
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
平
和
行

進
に
参
加
さ
れ
た
方
の
感
想
を
お

聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
阪

原
水
協
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。 

                              

                      
 

                        

60 周年の 2018 年国民平和大行進の成功を 

～各コースで準備着々と～ 

摂津市、全会一致で採択 

「核兵器禁止条約の日本政府

の署名と批准を求める意見

書」（平成 30 年 3 月 29 日） 

ご参加をお願いします！ 

２０１８ ノーモア・ヒバクシャ近畿訴訟 

全面勝利をめざすつどい 

日時 ６月２日（土） 午後２時～４時半 

場所 大阪グリーン会館ホール 

記念講演 『核兵器のない世界へ～被爆者の想い』 

  講師 日本被団協事務局次長  和田征子 さん 

※ 文化行事～愛と平和のうたごえ～ 

 川口 真由美 さん（シンガー・ソングライター）

☆原告紹介・激励 

☆弁護団報告 

☆行動提起 
＊ノーモア・ヒバクシャ訴訟近畿弁護団 

＊ノーモア・ヒバクシャ訴訟支援近畿連絡会

                共催 

【御礼と報告】 
福島・沖縄に連帯して 
「原発ゼロ・核兵器をなくす

第７回アートフェア」が４月

４日から６日の三日間、中央

公会堂２Ｆギャラリーで開

催されました。３４名の方々

から１４０点の作品を出品

していただきました。 
 この催しは、大阪革新懇、

大阪美術家革新懇、大阪原水

協の共催で取り組まれてい

ます。今年度は７回目を迎

え、２４５名の来場者があ

り、ご協力をいただいき、福

島・宮城・岩手の３県に支援

カンパを送金させていただ

きました。次年度も予定され

ています。ご協力いただいた

皆様に御礼を申し上げます。 


